
２年生の取り組み

多文化共生

１．学習の目標

・日本社会に暮らす外国にルーツを持つ人々の生活や課題について理解する。

・偏見や差別的な言動に対して、自分の考えを持つことができる。

・多文化社会での課題（例：言語の壁、マイクロアグレッションなど）について考察できる。

・異なる文化や背景を持つ人々と協働しようとする態度をもつ。

〈大阪観光大学の留学生さんとの交流目的〉

・中学生が多様な価値観や文化に触れることで、異文化理解と共生の姿勢を育む。

・将来のグローバル社会に向けた人間関係構築力やコミュニケーション能力の基礎を養う。

２．学習計画

①６月３日（火） 「○×クイズ 知っているかな？大阪の中の世界、世界の中の

日本」、ちがいのちがい

②６月１０日（火） マイクロアグレッション

③６月１３日（金） となりのベトナム人

④～⑨

６月１７日（火）２０日（金）３０日（月）７月１日（火）２日（水）３日（木）

観光大学留学生さんとの交流会に向けてプレゼンテーション作り

⑩７月８日（火） リハーサル

⑪７月９日（水） 観光大学での交流会

⑫７月１６日（水） ふりかえり・お礼の手紙

３．生徒のふりかえり

・ 外国の人と話すのはめったにないから話せてうれしかった。でも、話してみると日本語が

伝わらなかったり、理解できていなかったりするから、ジェスチャーで伝えたり、実際に

やってみるなどの工夫が大切だと思った。私たちが外国のことを知るだけじゃなく、相

手にも日本のことを知ってもらうことも大切だと思った。この交流で外国の人と話すの

が改めて楽しいことだと思えた。

・ 国も年も違うのに、日本の遊びをみんなで楽しめたから、どんな人でもみんなで遊ん

だら楽しいということがわかりました。

・ 今回の交流会では、他の国の食文化も知れたし、なんでもバスケットで楽しみながら、

意外な一面を知ることもできた。また交流できる機会があればいろいろな国の遊びを



してみたい。

・ 海外の人は思っていたよりも日本語を話せてびっくりしました。発表をちゃんと聞いてく

れてうれしかったです。説明するのが大変だったけど、楽しかったです。これからも海外

とのつながりを大切にして交流を深め、もっといろんな国の文化を知っていきたいと思

います。

これからは、いろいろな国の違いを知り、それを理解し合える存在になれるようにがん

ばってみたい。また、お互いを認め合って、他の国の文化を尊重していきたいとも思っ

た。


